	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M

	
	
	


東病棟カンファレンス記録

平成　18年　10月　31日（火）　　　　　　司会　橘　康仁　記録　音喜多　恵

	藤原
	松橋
	横浜
	北城
	高橋(則)
	山田
	田中
	高橋(正)
	鈴木
	橘

	会議
	深
	○
	準
	○
	Ａ留守
	早退
	休
	休
	○

	小泉
	太田
	田口
	川守田
	石川
	田村
	田ノ上
	沢上
	杉本
	音喜多

	準
	○
	入浴
	深
	休
	深
	準
	休
	買物
	○

	松川
	佐々木
	田中ヒ
	松山
	末政
	
	
	
	
	

	休
	学校
	洗濯
	休
	休
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・１１月３日の記念式典及び祝賀会について
日時･･･１１月３日（金）１８：００～受付開始
　　　　　　　　　　　　　１８：３０～式典及び祝賀会開始
場所･･･グランドホテル３F　双鶴の間

　　　当日は、ジーンズ等でのご出席はご遠慮願います。
　　　また、受付の際に出席の確認と式典用のネームを配布しますので、

当日はネームプレートをご持参ください。
※注意
出勤カードの持込みは不可となっています。
· 11/3（金）のリハビリテーションプログラム、作業療法はありません。

＜患者様連絡事項＞

・玉井　クニ子様～本日、9：08入浴時に転倒され、右眼瞼（2cm×3mm）と上口唇（1cm）の裂傷見られています。主治医へ報告し、診察にてイソジン消毒とファスナート固定の指示が出ています。また、イソジン消毒は7日間継続との事です。今後、このような事がないように、入浴方法や入浴時のスタッフの配置など再検討していく必要があります。各スタッフは意見を出して下さい。カンファレンスで検討したいと思います。転倒のリスクが高い患者様に注意し、見守りや介助を行っていきましょう。

・和田　昌様～本日、午前中、スタッフに対し攻撃的となる事あります。午後より落ち着　　　　　　　　　　　

かれているも、表情の変化著しく見られています。主治医診察にて抗精神薬増薬となっています。主治医より来週になっても落ち着かない場合はバレリン、炭酸リチウムを増薬するとの事。また、現在夜間の睡眠は確保出来ていますが、今後不眠が続き躁状態の改善がなければ、環境調整が必要となってきます。引き続き、夜間の睡眠状態、精神状態、日課の取り組みを観察していきましょう。

・畑中　徹様～「経済的な面もある為、退院したい」と本人より強い要求聞かれています。退院について家族は、3ヶ月間きっちり入院し、治療に専念して欲しいとの事です。看護から家族へ、退院要求が強い患者様の面会を多くすると退院したいという気持ちが大きくなり、退院要求が増える可能性がある為、2週間に1回ぐらいのペースで面会するのがいいのではないかという事を家族に伝えています。また、電話に関してですが、本人が頻回に電話をかけているという事で、家族はあまり頻回に電話をかけて来ないで欲しいと話されています。その件を本人、主治医へ伝えています。本人も渋々ながら了解されています。看護として、イライラの有無、表情、訴えに注目し、アルコール依存症治療プログラムに取り組めるよう援助が必要となります。

・佐々木　尚子様～10/30スタッフオフィスへの侵入、他者のお菓子を強引に奪って食べ　　　たり、他者からお菓子を貰う等の問題行動見られています。厳重に注意するも全く反省されず、スタッフの介入に対しても興奮される事ある為、田名部Drへ報告し、田名部Drと面談されています。このような問題行動は2回目である事から、3日間Ａユニットで過ごして頂くことを本人に伝えていましたが、本日、主治医指示にて正式にＡユニットへの移動と、ＯＴ、プログラムの長期欠席となっています。

看護として、個室の空間で、十分内省出来る環境であること、自分自身の行動を再度考えることを促しています。Ａユニットでの生活でストレスに対する自殺企図が予測される為、表情、言動に注目していきましょう。













